
〔食 物 学 〕 日　 本　 家　 政　 学　 会　 第　23　 回　 総　 会 57

A－112   学頒爺食効 果 の刹時的 調査報4§

名 手人　 煮 肴　 〇か 憤 与　･    膚 嘴テル　･    孝 仄皿 子

目的　 ダ 署らはか こ。東雇判文 法としへ　 礼髪 中ン ス与ノ の冷計t,   好調応 テス ト

に 才丿乙　 掌童ダう栄雇判立 を行こ う方 広を発麦し た。 冷回よゼ<r> 才法に もとブい 乙

宮漱 嶮噴 の効果 を嘔 割に占だ 犬　同一･f 童に ついて追財,調名 を行石い，発 育<p 肛咸 沓

時朗 のf  童刀栄雇開顛（r つい乙

ずる,-

方よ　 対幕 として） 筝県ｎ卜 泌郷乙 部 凛セ よ7  一r）あ･3/t ヶ燭地ざをえ らび〕 約

／クに 石のぐﾀ 童゙にっい了。 ア耳/111≪ J  跡護* を行c- った 。 ずる わぢネ ノ回毛女 中シ ズ

手 ン腸量 と席調ふ テダト 加 分昶 を行く八 や　赳れ蛋自質 とビプ こシ顧 グ）通 不足 彭核討 む･

だ。 き斤廬 庫諭査も行 なって。 両面^ らヽ 営婆の宋屡衣 瞰の札

効果　 以 上の掛 査iう ズのこり いう か っ几 。

Ｊ　身 体発 育状ぼと栄 影伏帆--  営耳か夏 むにっill t 縁調A; テスト 直々 ノス多シ 盾

量 可 氏下 すら り 卜 み べし 宮昶祐 飢の東 養所悪｛ や鶏 雇鳴 の配ノ9い に。 も・ バギ細

弓昶計かべ 専 と黙 われ削

乙　 末不 喰とen 図消。 ‥ヽ t ご，ﾆ庫肘 にちいr  (も　牙昶船 壇i  匿催 ず■3 (rf向衣あ リ岑

片肺 言文施 朗朋 子工　 宋有喰よ 租末 に なる誦 向か丹 られ，同一の ず奴部/t i摂 っマい

てi,　 享有/飢こよいて犬 きごづ 配 亡れる ように馬 由畝 配

ｙ　 男売ゑとの関講一't 耳八M  t- こつい で七 行 叉ヽ い 佑果乱 系めし 配 い れは斗

二次水嘔J づヽ4 よりも早と 僕 彩おるの ち ゼの貢をず洗 でろ 心引 ヽヽ謳 るト 吃われ乙

A－113」病̂児副釘日 原雍 一婁 畑権鼻I- -^=^,ﾉ釦 沸拡fe ま感堆季にっヽ,? ―
昂和す大短大　o 高 塚芳子　 ．坂元税ぷ

冒的 肥廣 児川有すφ旅吏．一場 とi ご．を琢指扉 と糖養制 限の准伊te 去き用ヽ･^

暮ai-rl専り 晋，f-ので 凍位．嫌カ　 血艮≒jia^ ，レステa  －Iレ廬 ，血纏 ま'^籾 則こ

っいて榔告する．

方法　片尿丿李篆･り£j取丿J. 孝枝ヨ年 生～(, 卑金.り 満 池4S渇K  フいr  ，弟和4躊2

斟?  B ～･2･t n ㈲ 干參県 珠ヽ海岸^ 養護 咎/S,ゆﾚ･t, 一日･り生摺 禰朔
，胤

め，摂
1’
・　　　　　I ¶‾　　●　f¶’゙ ･　　’゙ ’「・

取無 童 肺全期 向 左3 ＆^  し， ＼ioD加 リ ＼4oり 吋　
，2.00

 ヵ=
，リ

と減量 レ 蚤 余儀

ｸﾞ｀fo^  . 雌肪 μ ｀7リ,   袖 勇/ μ ～/｀゙ ^ is. °だ ．

蔡 果　n.  雌 費利 昂, こμ しT^． ～ 籾 ・/・ン紳, 増 重 と望 遠ﾝ者・･みり･, ， 帰 巍 μ

i. ^.   1r,‥去 ，‥・ ，/，WE. At ａ Alt,    渚 暴嘩/ 訂/ま ん^  ．μ 必ピ 津 。渚 と^# 。者*  ウゑ(’≫’ r　　1y･　|戸/･’1゙●rヽ 1　1’　　”　̈ y ’゙ ●’　r ”鳶 丿 孝 を ‥濤t.･ が φ 租^^  れ た 。 煮 辛 畔/ 訂/參 β 分 ・ μ 希 ピ ネ,･ 渚 と
漣 。濠

あ ウ

j･･みi  れた 。
幻 倖倉/t勘 絢争 ／～ タり 減少に 禽'^% ﾀﾞ/r ｡2 `j 外゙ ｀謳少6 み` ダれ た 。

3).   in殤 っレ ス テ]-  /し謙・ 彦祉/t μ"/ ≫ り

籾匯/まり 了 φ^  者z!"   ／ダフ，ﾀ ／名どμ アr･^ μり ″。*･i' h奈i' ｐ た2!‘' μc'おり/ 忽ｸ 心

-t,ガリ そ.i 名/^y 疹が∂邱ﾉ こな ／n  ^タ／oU  μ ア/-励 下ムい･ だ 。

4.'). 船 めり7- え･ りヽ 彦県 ゆ之 ヱ琳 前.  及瘤接 馳 こ娠 知-φ ぷんた。

お 冶彦拷漓^･ にを/^ ．玄季方｡＆ づヽ 者,i･押 叫み ダ^ た 。


